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啄木 我を愛する歌
―発想と表現―

YAGI BOOK STORE LTD.

太
お お

田
た

　登
の ぼ る

『一握の砂』の鑑賞・評釈を新たな視座で再検討！
歌集の主題を形成する「我を愛する歌」151 首を評釈し、

１ 首ごとの発想と表現から、文学テクストとしての構造を解明

（天理大学名誉教授）

　短歌という作品をどのように解釈すべきか、ながくこの課題と向きあってきた結
果が本書となった。こと啄木短歌の注釈や鑑賞に関しては、岩城之徳や今井泰子ら
の先学の恩恵によるところが大きい。とりわけ『一握の砂』は、啄木自身の伝記的
事実を反映させた解釈にかたよりがちであった。そうした『一握の砂』という文学
テクストのなかの「われ」と作者である啄木とを一元化する単一的な視点ではなく、
うたわずにはいられない言葉と心をいかに発想し、いかに表現しえたかという多層
的な視点によって、啄木という抒情主体の表現世界を明らかにすることをめざした。
　本書は、従来からの『一握の砂』の鑑賞や評釈を再検討し、『一握の砂』という歌
集の主題を形成する第１章「我を愛する歌」の １５１ 首を評釈するものである。それ
は漂泊と挫折の人生が主人公である都市生活者の視点から物語化された『一握の砂』
という文学テクストとしての構造を解明するものであり、近代短歌ひいては現代短
歌における発想と表現の意味を再検証することでもある。

啄木という抒情主体の表現世界を明らかに　　太田 登

〒 101-0052　東京都千代田区神田小川町 3-8　Tel:03-3291-2961 ／ Fax:03-3291-6300
pub@books-yagi.co.jp　http://www.books-yagi.co.jp

2022年1２月刊 ◉ 好評発売中！
定価 4,950 円（本体 4,500 円＋税 10％）
A5 判・上製本・カバー装・392 頁
ISBN978-4-8406-9772-9 C1095 ¥4500E



啄木研究 50 年の集大成となる新たな評釈！
序論として「短歌史を創る『一握の砂』の意義」を掲げ、

巻末に索引 3 種（啄木短歌索引／詩歌作家別索引／人名事項等索引）を収録

217 216

「我を愛する歌」評釈

長
き
手
紙
を
書
き
た
き
夕

と
お
な
じ
よ
う
に
、
主
観
的
な
情
意
を
第
三
者
評
価
に
よ
っ
て
客
観
化
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
。
と
同
時
に
「
深
き
不
平
」
を

も
ら
す
〈
友
〉
へ
の
「
あ
わ
れ
」
や
、
人
並
み
に
も
及
ば
な
い
〈
男
〉
へ
の
い
ら
だ
ち
が
読
者
に
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
る
か
、

と
い
う
も
く
ろ
み
も
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
て
前
歌
の
「
あ
は
れ
な
る
か
な
」
と
い
う
主
情
句
の
波
長
を
う
け
た
こ
の
歌
で
は
、「
六

音
・
七
音
・
五
音
／
八
音
／
八
音
」
と
高
揚
し
、「
か
な
し
く
も0

あ
る
か0

」（
何
と
悲
し
い
こ
と
か
、
こ
れ
に
ま
さ
る
悲
し
い
こ
と
が
あ
ろ

う
か
）
と
い
う
や
り
切
れ
な
い
自
己
の
疑
念
そ
の
も
の
が
読
者
に
問
い
か
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。「
啄
木
自
身
の
平
常
の
姿
を
顧
み

て
悲
し
む
歌
。」（
今
井
泰
子
）、「
男
の
背
中
に
、
自
分
の
背
中
を
眺
め
る
」（
上
田
博
）、「「
と
り
ど
こ
ろ
な
き
男
」
に
自
己
の
影
を
見

て
い
る
。」（
木
股
知
史
）
と
い
う
、〈
男
〉
に
不
遇
の
自
己
像
を
重
ね
る
と
い
う
見
方
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
こ
う
い
う
男
に
だ
け
は

な
り
た
く
な
い
」「
私
の
人
間
を
観
る
目
は
確
か
で
あ
る
」
と
い
う
解
釈
に
立
ち
た
い
。

◉
　101
は
た
ら
け
ど

は
た
ら
け
ど
猶な

ほ

わ
が
生く
ら
し活

楽ら
く

に
な
ら
ざ
り

ぢ
つ
と
手て

を
見み

る�

　
　

【
歌
意
】
働
い
て
も
働
い
て
も
、
い
っ
こ
う
に
私
の
生
活
は
楽
に
な
ら
な
い
。
い
っ
た
い
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
、
自
分
の
手

を
つ
く
づ
く
と
見
つ
め
る
の
で
あ
る
。

【
制
作
】
明
治
四
十
三
年
七
月
二
十
六
日
夜
（
歌
稿
ノ
ー
ト
）。「
は
た
ら
け
ど
〳
〵
猶
我
が
生
活
楽
に
な
ら
ざ
り
ぢ
つ
と
手
を
見
る
」

【
初
出
】「
東
京
朝
日
新
聞
」（
明
治
43
年
8
月
4
日
）「
手
帳
の
中
よ
り
」
五
首
の
う
ち
。「
は
た
ら
け
ど
働
け
ど
猶
我
が
生
活
楽
に
な
ら

を
か
さ
ね
て
み
た
い
と
い
う
誘
惑
に
か
ら
れ
る
心
の
微
妙
な
動
き
が
結
句
「
あ
は
れ
な
る
か
な

0

0

0

0

0

0

0

」
の
詠
嘆
に
響
い
て
い
る
。
そ
の
意
味

で
は
、
結
句
の
「
深
き
」「
不
平
」「
も
」「
あ
は
れ
な
る
か
な
」
は
、
前
歌
の
「
人
を
殺
し
た
く
な
り
に
け
る
か
な
」
と
い
う
詠
嘆

0

0

と
、

次
歌
の
「
か
な
し
く
も
あ
る
か
」
と
い
う
疑
念

0

0

と
が
絶
妙
な
反
響
を
み
せ
る
よ
う
に
仕
組
ま
れ
た
心
の
共
鳴
板
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

◉
　100
誰た
れ

が
見み

て
も
と
り
ど
こ
ろ
な
き
男
を
と
こ

来き

て

威ゐ

張ば

り
て
帰か
へ

り
ぬ

か
な
し
く
も
あ
る
か

【
歌
意
】
誰
の
目
に
も
と
り
え
の
な
い
男
が
あ
ら
わ
れ
て
、
偉
そ
う
に
振
る
舞
っ
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
何
と
不
愉
快
な
こ
と
か
。

【
初
出
】『
一
握
の
砂
』
初
出

【
主
題
】「
か
な
し
く
も
あ
る
か
」

【
評
釈
】
前
歌
の
「
人
並
の
才
」
し
か
な
い
〈
友
〉
の
「
深
き
不
平
」
に
は
、
わ
が
心
を
揺
さ
ぶ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
「
と

り
ど
こ
ろ
な
き
男
」
の
傲
慢
な
振
る
舞
い
に
は
嫌
悪
と
侮
蔑
の
思
い
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
歌
も
歌
集
初
出
で
あ
る
が
、

明
ら
か
に
91
「
友
よ
さ
は
」
94
「
一
度
で
も
我
に
頭
を
下
げ
さ
せ
し
」
95
「
我
に
似
し
友
の
二
人
よ
」
96
「
あ
ま
り
あ
る
才
を
抱
き

て
」
97
「
打
明
け
て
語
り
て
」
と
い
う
歌
集
初
出
の
テ
ー
マ
で
あ
る
〈
友
〉
を
含
め
た
人
間
関
係
の
機
微
に
主
眼
が
あ
る
。
初
句
の

「
誰
が
見
て
も
」
に
は
、

123
誰
が
見
て
も

わ
れ
を
な
つ
か
し
く
な
る
ご
と
き

99 人並の／ 100 誰が見ても／ 101 はたらけど

3

◉
　

1
東と
う

海か
い

の
小こ

島じ
ま

の
磯い
そ

の
白し
ら

砂す
な

に

わ
れ
泣な

き
ぬ
れ
て

蟹か
に

と
た
は
む
る�

　
　

【
歌
意
】
東
海
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
島
の
、
そ
の
浜
辺
の
白
砂
の
上
で
、
涙
に
泣
き
ぬ
れ
な
が
ら
、
た
だ
ひ
と
り
蟹
と
遊
び
た
わ
む
れ
て

い
る
孤
独
な
漂
泊
者
が
こ
こ
に
い
る
。

【
制
作
】
明
治
四
十
一
年
六
月
二
十
四
日
（
歌
稿
ノ
ー
ト
『
暇
ナ
時
』）。「
東
海
の
小
島
の
磯
の
白
砂
に
我
泣
き
ぬ
れ
て
蟹
と
戯
る
」

【
初
出
】「
明
星
」（
明
治
41
年
7
月
）「
石
破
集
」
百
十
四
首
の
う
ち
。「
東
海
の
小
島
の
磯
の
白
砂
に
わ
れ
泣
き
ぬ
れ
て
蟹
と
戯
る
」

【
重
出
】「
創
作
」（
明
治
43
年
7
月
）「
自
選
歌
号
」
二
十
三
首
の
う
ち
。「
東
海
の
小
島
の
磯
の
白
砂
に
わ
れ
泣
き
ぬ
れ
て
蟹
と
戯
る
」

【
主
題
】「
わ
れ
泣
き
ぬ
れ
て
」

【
評
釈
】『
一
握
の
砂
』
と
い
う
文
学
テ
ク
ス
ト
の
書
き
出
し
は
主
人
公
が
「
泣
き
ぬ
れ
て
」
登
場
す
る
場
面
か
ら
は
じ
ま
る
。
歌
集
の

巻
頭
に
自
讃
歌
と
し
て
据
え
ら
れ
た
こ
の
歌
の
主
題
は
、
二
行
目
「
わ
れ
泣
き
ぬ
れ
て
」
と
い
う
感
傷
性
に
あ
る
。
こ
の
感
傷
性
こ
そ

が
い
わ
ば
通
奏
低
音
の
よ
う
に
『
一
握
の
砂
』
と
い
う
歌
集
の
全
体
に
響
い
て
い
る
。

　
北
海
道
よ
り
上
京
し
て
ま
も
な
い
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
六
月
二
十
五
日
の
日
記
に
、「
頭
が
す
つ
か
り
歌
に
な
つ
て
ゐ
る
。

何
を
見
て
も
何
を
聞
い
て
も
皆
歌
だ
。
こ
の
日
夜
の
二
時
ま
で
に
百
四
十
一
首
作
つ
た
。
父
母
の
こ
と
を
歌
ふ
の
歌
約
四
十
首
、
泣
き

な
が
ら
」
と
あ
り
、「
わ
れ
泣
き
ぬ
れ
て
」
は
、「
小
説
へ
の
志
向
に
烈
し
く
燃
え
な
が
ら
、
啄
木
の
精
神
的
雰
囲
気
は
短
歌
制
作
を
刺

激
す
る
よ
う
な
環
境
の
な
か
に
彩
ら
れ
て
い
た
」（
国
崎
望
久
太
郎
『
増
訂
啄
木
論
序
説
』
昭
和
41
年
１
月
、
法
律
文
化
社
）
時
期
の
啄
木

1 東海の

申

込

書
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◆従来の晶子研究に見落とされがちであった寛（鉄幹）の具体的な役
割を再検証。「鉄幹が晶子の天才を得たことは美神の恩寵であろう、
そして鉄幹がいなければ晶子も存在しないだろう」（保田与重郎）と
いう言葉に象徴される両者の関係を解き明かす。

◆晶子における平和思想、海外体験に裏付けられた鋭敏な国際性など、
詩歌の天才という見方だけではとらえきれない女性表現者として
の軌跡を丹念に考察。

屹立する近代女性表現者と稀代のプロデューサー、
その知られざる絆の秘奥に迫る！
新たな切り口で臨む与謝野研究の道標！

与
よ

謝
さ

野
の

寛
ひ ろ し

晶
あ き

子
こ

論
ろ ん

考
こ う

―寛の才気・晶子の天分―
2013 年 5 月刊行【好評発売中】　定価 4,180 円（本体 3,800 円＋税 10％）

A5 判・上製本・カバー装・280 頁　ISBN978-4-8406-9688-3 C1095 ¥3800E

太
お お

田
た

　登
のぼる

〒 101-0052　東京都千代田区神田小川町 3-8
Tel:03-3291-2961 ／ Fax:03-3291-6300　pub@books-yagi.co.jp　http://www.books-yagi.co.jp

相関的に複眼的に� 作家・与謝野晶子倶楽部会長　難
なん

波
ば

利
とし

三
ぞう

　与謝野寛（鉄幹）と晶子との末娘である森藤子さんから、ある催しの席
上で直接に「父のこともよろしくお願い致します」、と言われたことがある。
娘としては、母が主であり父は従であるというような世間一般の見方に耐
え難いものがあったに違いない。そうした晶子が主菜で寛は添え物のよう
な扱いは、研究面でも大して変わらないようである。
著者の太田さんとは与謝野晶子倶楽部での親交も深いが、「鉄幹あって
の晶子」「堺の晶子から世界の晶子へ」が持論の研究者である。その太田
さんが藤子さんの思いに応えるように、寛と晶子とが互いに琢磨しながら
日本の近代文学史に輝かしい金字塔を築いた道筋を綿密に解明された。
寛と晶子とを相関的複眼的にとらえるという与謝野研究は、本書によっ
て大きく飛躍することが確信される。文学研究者はもとより思想史や女性
史を学ぶ人びとにも広く推奨したい。

（天理大学名誉教授）

https://catalogue.books-yagi.co.jp/books/view/1531
https://catalogue.books-yagi.co.jp/books/view/1531


特集【晶子と啄木】
啄木を分水嶺とする短歌史の創造
連綿と繋がる歌のこころに迫る！

日本近代短歌史の構築
―晶子・啄木・八一・茂吉・佐美雄―
和歌から短歌へ、近代短歌から現代短歌へ、
新たな視点で構築する短歌史

太田登著
定価 8,580 円（税込）・A5 判上製・カバー装・492 頁　ISBN978-4-8406-9034-0
※在庫に美品がございません。ご注文の際はあらかじめご了承ください。

　今まで個別の点として捉えられていた歌人・歌集を線として繋ぎ、三十一音に凝縮され
た豊穣な世界を読みとる！
　明治 30 年代から昭和 20 年代にいたる短歌史を展望するに際して、「和歌から短歌へ」、
そして「近代短歌から現代短歌へ」という大枠でとらえ、その分水嶺として歌人石川啄木
を置いて論述。
　第１章では、明治 26 年の落合直文による浅香社創立を近代短歌の出発、大正 15 年 3 月
の島木赤彦の病没によって近代短歌から現代短歌への移行が確実になったという見方を基
本に据えて論述。特に近代短歌史の源流とも言うべき「明星」「アララギ」の動向や啄木
の短歌観に焦点をあてる。
　第２章では、とくに会津八一と奈良との関係や与謝野晶子をはじめとする女性歌人たち
に焦点をあて、近代短歌の成熟を迎える大正短歌史を考察。
　第３章では、いままで正当に位置づけられることが困難だった前川佐美雄の『植物祭』
の短歌史的意義を明らかにし、さらに斎藤茂吉『暁紅』『寒雲』の作品世界における西欧
体験を、日本の風土、文化にどのように蘇らせたかを論述。
　結章では、先行研究を踏まえた近代短歌史構築のためにその展望と輪郭を明らかにした。
収録論文全 25 編、すべて読みやすさを考えた平明な文体で論述。

「一握の砂」「悲しき玩具」を中心に、
〈うた〉を背負い続けた啄木という抒情主体に迫る

啄木短歌論考抒情の軌跡
太田登著【初版 1991 年】　� 〔オンデマンド版〕
定価 9,900 円（税込）・A5 判並製・カバー装・280 頁　ISBN978-4-8406-3600-1

　啄木短歌の全貌をとらえ、その卓抜した魅力を追究。数々の謎を精緻に論究し、新しい
啄木像を構築する力篇。引用短歌索引付。
【目次】
啄木という存在／野に叫ぶ抒情／メデューサの首／歌へるは誰そ／まなざしの歌集『一握
の砂』／「穏かならぬ目付」の啄木／幻想の森への回帰／末期の眼でうたう啄木／飛翔す
る林中の鳥／死地に挑む抒情　他

【2006 年 4 月刊】
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日記のない与謝野夫妻の生涯を、著者自らが全国を博捜し収集した書簡で描く

新版 評伝与謝野寛晶子
全３冊：明治篇・大正篇・昭和篇

逸見久美著

明治篇� 【2007 年 8 月】

定価 13,200 円（税込）・A5 判上製・カバー装・768 頁　ISBN978-4-8406-9035-5

与謝野研究の第一人者が博捜し収集した新発見書簡と鉄幹・晶子全集
の編集で培った研究成果を取り入れた与謝野研究の決定版！
明治篇には、寛と晶子の生い立ち・出会いから、『明星』の創刊・廃
刊と新詩社の動向、『みだれ髪』刊行や明治 44 年寛の渡欧までを収録。

大正篇� 【2009 年 8 月】

定価 13,200 円（税込）・A5 判上製・カバー装・512 頁　ISBN978-4-8406-9036-2

晶子が寛に会いに渡欧するくだりから説きおこす。毎年のように子を
生み続けながら、歌集や評論や古典訳など、幅広いジャンルの作品を
つぎつぎと生み出していった晶子と、それを蔭で支えた寛。与謝野夫
妻が家族と歩んだ激動の大正時代をいきいきと描きだす。

昭和篇� 【2012 年 8 月】

定価 13,200 円（税込）・A5 判上製・カバー装・640 頁　ISBN978-4-8406-9037-9

度重なる歌作りの旅、寛との死別を乗り越え、完成させた蜻蛉日記・
源氏物語の現代語訳など晶子没年までを収録。あわせて明治・大正・
昭和の総合索引を付す。
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日記の存在しない与謝野夫妻の日常をつぶさに語る
編者積年の研究の裏打ちとなった書簡の集大成！

明治 25 年河野鉄南宛寛書簡から晶子没年まで、未公開書簡 1,300 通を含む 2,100 余通を収録

与謝野寛晶子書簡集成
全 4 巻　逸見久美編

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※残部僅少

【第 1 巻】　明治 25 年～大正 6 年（2002.10）
　308 頁　書簡 416 通収録　定価 10,780 円（税込）

【第 2 巻】　大正 7 年～昭和 5 年（2001.7）
　368 頁　書簡 557 通収録　定価 10,780 円（税込）

【第 3 巻】　昭和 6 年～昭和 10 年（2002.1）
　312 頁　書簡 534 通収録　定価 10,780 円（税込）

【第 4 巻】　昭和 11 年～昭和 17 年・年不明・補遺・索引他
　392 頁・書簡 601 通収録　定価 13,200 円（税込）� （2003.7）

A5 判・上製・カバー装・各巻平均 345 頁、総 1,380 頁
セット定価 45,540 円（税込）ISBN 4-8406-9629-2 C0095

編者が長年博捜した書簡総数2,108通を発送年月日順に配列した。
過去に活字化され公開された書簡の内、雑誌などに掲載された書
簡、単行本収録の殆どの書簡（『天眠文庫蔵与謝野寛晶子書簡集』〈八
木書店刊〉収録分は除く）を掲載した。
活字化された書簡も、可能な限り原本に当たって新たに校合した。・
封筒、葉書の別など、書簡の書誌的事項を可能な限り記した。
第４巻には、60 頁に及ぶ全巻の詳細な総合索引（宛名、人名、事項、
短歌）を付した。
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2016 年刊行　定価 10,780 円（本体 9,800 円＋税 10％）

2016 年
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2015 年刊行
● A5 判上製・カバー装・460 頁

●定価 9,900 円（本体 9,000 円＋税 10％）

https://catalogue.books-yagi.co.jp/books/view/1435


各書目の詳細情報は、小社出版部ホームページ（https://catalogue.books-yagi.co.jp/）をご覧下さい。
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発行：日本近代文学館（1975年）

人 間
ISBN4-8406-8004-3
菊判 総6,102頁 本体75,000円
発行：日本近代文学館（1977年）

新 興 文 学
ISBN4-8406-8005-1
菊判 総1,752頁 本体42,000円
発行：日本近代文学館（1976年）

文 芸 市 場
ぶんげいしじょう
ISBN4-8406-8006-X
菊判 総2,145頁 本体53,000円
発行：日本近代文学館（1985年）

文 芸 公 論
ISBN4-8406-8007-8
菊判 総2,584頁 本体85,000円
発行：日本近代文学館（1981年）

作 品 Ⅰ～Ⅲ

Ⅰ ISBN4-8406-8008-6
菊判 総3,674頁 本体108,000円
Ⅱ ISBN4-8406-8009-4
菊判 総3,312頁 本体88,000円

Ⅲ ISBN4-8406-8010-8
菊判 総3,682頁 本体104,000円

発行：日本近代文学館（1967年）

四 季
ISBN4-8406-8011-6
原寸（21～23㎝）総 6,000頁 本体180,000円

大正8年（1919）11月～大正11年（1922）6月・全24冊
里見弴、久米正雄らが中心となり玄文社から創刊。ス
バル派・新思潮派・白樺派の作家が執筆・寄稿。文壇
中堅の地位を占めていた作家たちが、思想や主義にと
らわれず、それぞれの持ち味、才能を自由に発揮させ
た、大正文壇の絶頂期を象徴する雑誌。 （2004.９）
大正11年（1922）11月～大正12年（1923）8月・全9冊
山田清三郎創刊。労働者文学・民衆芸術のグループが
統一的に参加し、震災前のプロレタリア文学運動に大
きな役割を果たす。旧芸術破壊のアヴァン・ギャルド
とプロレタリア文学とを結びつける活気にみちた誌面
をつくり新興文学の統一戦線を形づくった。 （2004.９）
大正14年（1925）11月～昭和2年（1927）5月・全19冊
梅原北明を中軸に、金子洋文、村山知義らを編集同人
とし、表現主義的、ダダ的編集とともに震災後の文壇
の注目を浴びる。豊富な文壇ゴシップの登場、プロレ
タリア作家、ロシア作家の紹介等多くの特集記事や文
筆家芳名録等の貴重資料を含む雑誌。 （2004.９）
昭和2年（1927）1月～昭和3年（1928）5月・全17冊
新進の詩人・評論家橋爪健がほぼ独力で編集発行した
総合文芸誌。既成文壇打倒の旗印のもと新感覚派から
プロレタリア文学に到る各派の新人を糾合して、創作・
評論、合評会、アンケート、漫画、海外・地方文壇の
紹介など新機軸を駆使した誌面を作った。 （2004.９）
昭和5年（1930）5月～昭和7年（1932）12月・全80冊
昭和5年5月、小野松二編集で作品社から創刊され、純
正芸術派ともいうべきグループの拠点として、その後
の昭和文学の展開に大きな役割を果たした。翻訳史上
で果たした意義もきわめて大きい。特集、座談会も誌
面を精彩あるものにし、呼びものになった誌上出版記
念会をはじめ、追悼特集、新進特集、また随筆、感想
欄にもこの雑誌の特色が生き生きと示される。
 （2004.9）

昭和8年（1933）5月～昭和19年（1944）6月・全81冊
堀辰雄により創刊、小説、詩、評論、翻訳などを掲げ
た豪華な詩文集として注目される。翌年、三好達治ら
三人の編集により改めて創刊。戦争下の芸術荒廃の時
代に清潔で気品の高い詩誌の独自な雰囲気を守り通し、
昭和詩の展開に大きな影響を与えた。 （2004.９）

日本近代文学館発行　文芸雑誌複刻版シリーズ
これまで日本近代文学館にて発売しておりましたが、2004年9月より小社にて発売することとなりました。

発行：日本近代文学館（1975年）

文 学 界
ISBN4-8406-8012-4
菊判 総4,605頁 本体65,000円

昭和8年（1933）10月～昭和11年（1936）6月・全25冊
「文芸復興」の機運の中で、川端康成、武田麟太郎、小
林秀雄、広津和郎らの編集同人により文化公論社から
創刊。横光利一、里見弴らが加わり5号まで刊行、その
後村山知義、島木健作、舟橋聖一、河上徹太郎らを加
え文壇の中心勢力を擁する雑誌となった。 （2004.９）

発行：日本近代文学館（1983年）

文 体
ISBN4-8406-8026-4
B5判 総430頁 本体16,000円

昭和22年（1947）12月～昭和24年（1949）7月・全4冊
戦後北原武夫・宇野千代の文体社から創刊された季刊
文芸雑誌。美術的な編集とあいまって、戦争直後の雑
誌としては卓抜で豪華。小説、翻訳、詩、日記、対談
など多彩で、ユニークな文芸季刊誌として異彩を放っ
ている。 （2004.９）
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発行：日本近代文学館（1974年）

山 繭
やままゆ
ISBN4-8406-8019-1
菊判 総1,658頁 本体30,000円

発行：日本近代文学館（1985年）

歴 程
れきてい
ISBN4-8406-8013-2
菊判 総1,100頁 本体50,000円
発行：日本近代文学館（1981年）

近 代 文 学
Ⅰ ISBN4-8406-8014-0
A5判 総3,640頁 本体112,000円
Ⅱ ISBN4-8406-8015-9
A5判 総4,712頁 本体128,000円
Ⅲ ISBN4-8406-8016-7
A5判 総3,870頁 本体102,000円

発行：日本近代文学館（1980年）

世 代
ISBN4-8406-8017-5
A5判 総1,232頁 本体44,000円

発行：日本近代文学館（1970年）

辻 馬 車
ISBN4-8406-8020-5
菊判 布装秩入 総2,462頁 本体20,000円
発行：日本近代文学館（1974年）

文 科
ISBN4-8406-8021-3
B5変型判 総682頁 本体10,500円
発行：日本近代文学館（1980年）

新 生
ISBN4-8406-8024-8
A4変型判 総1,072頁 本体35,000円

昭和10年（1935）5月～昭和19年（1944）3月・全26冊
逸見猶吉、草野心平、伊藤信吉などが順次編集を担当、
一党一派に拠らない個性的な詩人たちが参加し、高村
光太郎、吉田一穂らが寄稿した。宮沢賢治、八木重吉
の遺稿を掲載するなど激動の昭和10年代にあって、個
性豊かな詩人たちがその詩魂を賭けた雑誌。 （2004.９）
昭和21年（1946）1月～昭和25年（1950）8月・全45冊
山室静、平野謙、本多秋五、埴谷雄高、荒正人、佐々
木基一、小田切秀雄という青春期にマルクス主義文学
運動の直接間接の影響をうけ、戦争の暗い谷間での共
通の原体験を持った七名を創刊同人とし、主体性論、
戦争責任論、転向文学論、政治と文学論、組織と個人
論など多岐にわたる問題を精力的に行って注目を浴び
た、戦後文学の推進者として大きな使命を果たした雑
誌。 （2004.９）

昭和21年（1946）7月～昭和28年（1953）2月・全17冊
東大と一高の学生を中心に創刊。全国の学生インテリ
ゲンチャの結集を標榜して発刊された総合文化雑誌。
マチネ・ポエティクの人々の活躍の他、清岡卓行、中
村稔、吉行淳之介らが次々に登場した戦後の文化史、
文学史の中できわめて重要な稀覯雑誌。 （2004.９）
大正3年（1914）9月～大正4年（1915）3月・全6冊
北原白秋が興した巡礼詩社から発行。白秋の詩歌転換
期をうかがえることは勿論、萩原朔太郎、大手拓次、
室生犀星など白秋に何らかの影響を受けた詩人、白秋
とは別系統の島木赤彦、斎藤茂吉など、次代の詩歌壇
に雄飛する人々が顔を揃えた屈指の雑誌。 （2004.９）
大正13年（1924）12月～昭和4年（1929）2月・全36冊
「青銅時代」から分かれた石丸重治、永井龍男、小林秀
雄などを中心に創刊された文芸同人誌。創刊６ヶ月た
らずで病歿した富永太郎が「秋の悲歎」等の詩を載せ
た傑出した雑誌。表紙・扉・カットは富本憲吉のあと
をうけ梅原龍三郎が担当。 （2004.９）
大正14年（1925）3月～昭和2年（1927）10月・全32冊
藤沢桓夫、神崎清など大阪高校生９名により創刊。小
出楢重の表紙と斬新な表現の作品掲載で注目され、都
会的で洗練された印象により、当時の同人誌の中で最
有力誌の一つとなった。
 （2004.９）
昭和6年（1931）10月～昭和7年（1932）3月・全4冊
牧野信一が主宰して創刊。表紙の装幀は青山二郎。牧
野は名作「心象風景」を連載、また小林秀雄との共訳
でポオの「ユレカ」を発表。この他、坂口安吾「竹薮
の家」、稲垣足穂「青い箱と紅い骸骨」など多くの佳作
が掲載され芸術派の新進作家が発表された。 （2004.９）
昭和20年（1945）11月～昭和22年（1947）3月・全16冊
第二次大戦直後に一早く創刊された総合雑誌で、正宗
白鳥、永井荷風ら大家が執筆するなど、戦時中沈黙を
守った思想家、文学者が次々に登場、新しい時代の到
来を強烈に印象づけ、大きな反響をよんだ。
 （2004.９）

発行：日本近代文学館（1981年）

荒 地
あれち
ISBN4-8406-8025-6
A5判 総288頁 本体15,000円

昭和22年（1947）9月～昭和23年（1948）6月・全6冊
戦前の「新領土」「VOU」「LUNA」などのモダニズム
系の詩誌に属していた鮎川信夫、加島祥造、北村太郎、
木原孝一、黒田三郎、中桐雅夫、三好豊一郎らが田村
隆一の要請に応じて集まり創刊。当時の社会的現実に
抵抗して新たな詩的秩序を志向した。 （2004.９）

発行：日本近代文学館（1983年）

地 上 巡 礼
ちじょうじゅんれい
ISBN4-8406-8018-3
原寸（菊変型・四六倍変型）総496頁 本体38,000円
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発行：日本近代文学館（1974年）

白 痴 群 Ⅰ・Ⅱ
はくちぐん

Ⅰ ISBN4-8406-8027-2
菊判 総296頁 本体6,300円

Ⅱ ISBN4-8406-8028-0
菊判 64頁 本体1,700円

発行：日本近代文学館（1976年）

鷭
ばん
ISBN4-8406-8029-9
B5変型判 総440頁 本体5,500円
発行：日本近代文学館（1981年）

方 舟
はこぶね
ISBN4-8406-8030-2
250×176mm 総240頁 本体8,000円
発行：日本近代文学館（1981年）

序 曲
じょきょく
ISBN4-8406-8031-0
A5変型判 170頁 本体5,000円

Ⅰ：昭和4年（1929）4月～昭和5年（1930）1月・全5冊
Ⅱ：昭和5年4月・1冊
河上徹太郎、中原中也を中心に､大岡昇平、富永次郎、
安原喜弘、古谷綱武などが加わって創刊された文芸同
人誌。中原中也は「寒い夜の自画像」その他の中期の
主要な作品を発表し、河上徹太郎「ヴェルレーヌの愛
国詩」「アンドレ・ジッドと純粋小説」などの評論、阿
部六郎「放たれたバラバ」、河上訳のヴァレリー「レオ
ナルド・ダ・ヴィンチ方法論序説」等が掲載。
 （2004.９）

昭和9年（1934）4月・7月・全2冊
プロレタリア文学運動の退潮と、文芸復興の機運の中、
古谷綱武、檀一雄が中心となって創刊された同人雑誌。
中原中也、金子光晴らの詩や、太宰治「猿面冠者」の
他、亀井勝一郎、伊藤整、坂口安吾、大岡昇平といっ
た人々の評論や随想を満載。 （2004.９）
昭和23年（1948）7月・9月・全2冊
戦前から〈マチネ・ポエティク〉のグループを形成
し、戦後「世代」や「近代文学」誌上で旗幟を鮮明に
し注目された文学者たちの拠点として創刊。詩・小説・
エッセイ等等が同一の創造的基底から発するという信
念を標榜し新しい美学の世界をめざした。 （2004.９）
昭和23年（1948）12月・全1冊
杉森久英を中心に、戦後派作家の結集を目指して出発
し、編集同人として埴谷雄高、武田泰淳、中村真一郎、
梅崎春生、野間宏、船山馨、寺田透、三島由紀夫、椎
名麟三、島尾敏雄の10人を集めた。戦後文学の成熟を
めざす貴重な一里塚となった。 （2004.９）

発行：日本近代文学館（1972年）

プ ロ レ タ リ ア 文 学
〔帙入〕ISBN4-8406-8022-1
菊判 総2,900頁 本体18,500円

〔合本〕ISBN4-8406-8023-X
菊判 総2,900頁 本体20,000円

日本プロレタリア作家同盟の機関誌として創刊。作家
同盟は昭和7年（1932）2月、国際革命作家同盟に正式
に加盟し、その日本支部（略称ナルプ）となったため、
厳しい弾圧を受け、毎号のように発売禁止にあった。
プロレタリア文学の重要な評論、報告、記録、声明な
どを数多く掲載し、この時期のナルプの文学・芸術運
動の到達点を示す。第2巻第3号を除く全19冊を複刻。
 （2004.９）

発行：日本近代文学館（2004年）

ホ ト ト ギ ス（明治後期）
ほととぎす

〔帙入〕ISBN4-8406-8001-9
菊判（原型完全複刻） 108,000円

〔合本〕ISBN4-8406-8002-7
菊判（原型完全複刻）・合本12冊【品切】

明治31年10月～大正元年9月・全76冊
明治31年10月、高浜虚子が、正岡子規を初め日本派の
俳人の協力で面目を一新させて東京で刊行し、俳壇の
主流的位置を保ちつづけた。明治・大正・昭和の主要
な俳人はほとんど同誌より巣立った。さらに一方、子
規・虚子による写生文の主張によって、河東碧梧桐、
寒川鼠骨、坂本四方太、岡麓、村上鬼城、寺田寅彦等
の写生文、つづいて小説への関心から夏目漱石の「吾
輩は猫である」の掲載に始まり、漱石を初め虚子、鈴
木三重吉、伊藤左千夫、長塚節、野上弥生子、加能作
次郎等の文壇進出となりました。また美術にも関心を
持ったことから橋口五葉、中村不折、浅井忠、小川芋
銭、平福百穂、石井柏亭、斎藤与里、前川千帆、渡辺
与平、津田青楓、坂本繁二郎其の他の絵で表紙や誌面
が飾られている。 （2004.９）
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八木書店 

 石橋忍月全集 （全4巻＋補巻） 
全4巻＋補巻揃価格 同時1アクセス(本体) ¥129,000 
全4巻＋補巻揃価格 同時3アクセス(本体) ¥193,500 

 監修 山本健吉・稲垣達郎・小田切進 編集委員 榎本司・嘉部嘉隆・佐久間保明・千葉眞郎・畑實 
 
日本近代文学の黎明期に立つ文芸批評の先駆者の仕事を初めて集大成。 未公開の石橋家資料（故山本健吉氏所蔵）を始め、丹念な
金沢・長崎・郷里黒木町の調査により新たな忍月像を提示、忍月の生涯を見渡せる全集。 
逍遙・二葉亭・鴎外とともに近代文学の素地を確立。紅葉・露伴の価値を公にする。   

 近松秋江全集 （全13巻） 

全13巻揃価格 同時1アクセス(本体)  ¥209,287  
全13巻揃価格 同時3アクセス(本体) ¥313,950 
各巻価格 同時1アクセス(本体)   ¥16,099 
各巻価格 同時3アクセス(本体) ¥24,150 

 編集委員 紅野敏郎・中尾務・遠藤英雄・田沢基久・笹瀬王子 
 
未練・執着…、その果てにある作家の生き方！大正文士の粋を集大成。 
体験を芸術化した希有の物語作者。「無駄話」を「批評」に結実させた文学者.。その全貌、いまここに甦える！  
 
未練・執着、その果てにある作家の生き方。大正文士の粋を集大成。近松秋江初の画期的全集。初出テキスト、編年体で編み、新
たな視点を提示。名作「黒髪」を中心とした全小説と膨大な量に及ぶ評論を収録。近代文学史を再検討するにたる貴重な全集。   

 徳田秋聲全集（全42巻＋別巻） 
全42巻＋別巻揃価格 同時1アクセス(本体)  ¥695,457 
全42巻＋別巻揃価格 同時3アクセス(本体) ¥1,043,249 

 編集委員 紅野敏郎・松本徹・宗像和重・田澤基久・紅野謙介・十文字隆行・小林修 
 
第54回菊池寛賞・第22回出版梓会新聞社学芸文化賞受賞！ 
 
硯友社時代から戦中まで常に日本近代文学の第一線でその根幹に位置した大文豪の全貌を初めて示す。 
毎日新聞（2006年7月20日・9月15日）、読売新聞（2006年8月5日）、朝日新聞（2006年8月14日）等各紙絶賛紹介。 
  
収録作品数416点。 

No. 書名 発行年 冊子版ISBN 同時１アクセス（本体） 同時３アクセス（本体） 商品コード 

1 第1巻 小説1 1995 9784840693950 ¥25,800 ¥38,700 1018940569 

2 第2巻 小説2・訳詩俳句他 1996 9784840693967 ¥25,800 ¥38,700 1018940570 

3 第3巻 評論 1995 9784840693974 ¥25,800 ¥38,700 1018940571 

4 第4巻 雑纂 1996 9784840693981 ¥25,800 ¥38,700 1018940572 

5 補巻 1996 9784840693998 ¥25,800 ¥38,700 1018940573 

各巻詳細はお問い合わせください。 
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【八木書店】近代作家全集3タイトル好評発売中！
2022年は、徳田秋聲生誕150周年！
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作家の原稿料 （浅井清・市古夏生監修, 2015） ¥9,900 ¥8,910

日付見積書 納品書 請求書

学会特別価格（税込）定価（本体＋税10％）
¥4,455

冊数

倉敷市蔵 薄田泣菫宛書簡集　作家篇（倉敷市編, 2014） ¥10,780 ¥9,702

メールアドレス私費 　/　 公費

ご
注
文
者
様
情
報

氏名

電話番号

与謝野寛晶子書簡集成　全4巻 （逸見久美編, 2001） ¥45,540 ¥40,986

費用

はい　/　いいえ

必要書類

機関指定書式あり送料を商品代に含める

公
費
購
入
の
方

の
み

通信欄

書類宛名

はい　/　いいえ

いれる　/　いれない

日本近代文学会ご注文書

¥11,880
¥11,880

啄木 我を愛する歌―発想と表現― （太田登, 2022）

住所

ＦＡＸ

¥4,950

¥13,200
¥13,200

¥10,780
¥10,780

¥4,180 ¥3,762
日本近代短歌史の構築 （太田登, 2006） ¥8,580 ¥7,722

近代文学草稿・原稿研究事典（日本近代文学館編, 2015） ¥13,200 ¥11,880

¥9,900 ¥8,910
新版 評伝与謝野寛晶子　明治篇 （逸見久美, 2007） ¥13,200 ¥11,880

与謝野寛晶子論考 （太田登, 2013）

倉敷市蔵 薄田泣菫宛書簡集　文化人篇（倉敷市編, 2016）
¥9,702
¥9,702

＊上記以外は以下に書名をご記入の上、お申込みください。納品価格は定価の10％引きです（送料弊社負担）

書名

新版 評伝与謝野寛晶子　大正篇 （逸見久美, 2009）
新版 評伝与謝野寛晶子　昭和篇 （逸見久美, 2012）

倉敷市蔵 薄田泣菫宛書簡集　詩歌人篇（倉敷市編, 2015）

啄木短歌論考［オンデマンド版］ （太田登, 初版1991）
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